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　この編集後記の書き出しで，何度COVID‒19のことに触れてきたことでしょうか。今夏も
感染爆発が生じ，波の繰り返しが延々と続いています。また，40℃を超そうかという猛暑の
なか，熱中症も問題になっています。その予防のために，マスク着用を最小限にすること，
冷房の効いた室内で過ごすことが，マスコミや厚労省の広報で繰り返し呼びかけられていま
すが，一方で，COVID‒19予防に重要な「換気」はあまり顧みられなくなっています。感染
の波が，主に冬と夏に繰り返されているのは，暖房，冷房のために密閉空間で過ごす機会が
多いことと無縁ではないはずです。熱中症予防も重要ですが，COVID‒19予防の最重要点
（マスクなしでしゃべらないこと，換気を十分に行うこと）と逆のことを強調して訴える際
は配慮が必要です。
　COVID‒19については，先生方もそれぞれの立場でさまざまな関わりをもっておられると
思います。本誌でも今年 2月に特集を組みましたが，関連した皮膚障害についても十分な知
識をもつことが求められています。
　こういった状況のなか，先日，大学で一緒に仕事をしていた先生から，剣道をやっている
中学生の顔の色素沈着について写真を送っていただき相談を受けました。両頰に左右対称性
に鶏卵大褐色斑が 1年前からみられ，徐々に色調が濃くなっているとのことでした。顔面毛
包性紅斑黒皮症，扁平母斑，ベッカー母斑，色素異常性固定紅斑，固定薬疹のいずれとも合
致しないため，剣道の面などの防具が関係した色素沈着型接触皮膚炎などの可能性も考え，
実際に剣道防具の着用具合を調べに行ったとのことです。その結果，剣道の面の下には，熱
中症対策のため，通常の不織布マスクではなく，特殊な形の剣道用マスクを着用しているこ
とがわかり，頰の色素沈着は特殊マスクの穴の形にぴったり一致していることが判明しまし
た。さらに，その特殊マスクは面をつけるときだけでなく，面をはずして外でランニングす
るときも着用していたとのことで，マスクの穴の部分だけが日焼けしたために生じた（面の
刺激が加わっている可能性もありますが）色素沈着であると結論づけたようです。
　このようなことは実際に確かめてみないとわからないことですが，従来と違う環境のなか
では思いがけない皮膚障害が生じている可能性があり，柔軟に対処していく必要があります。
 （土田哲也）
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